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幼稚園におけるコンピュータ利用に関する研究(2)
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1.はじめに

現在筆者は,保育にコンピュータを利用する幼稚園

を対象に,エスノグラフイ- (ethnography)の手法

を用いた研究を行っている(中坪, 1998 1999)本研

究の目的は,筆者が幼稚園というフィールドに身を置

き,利用されるコンピュータを中心に継続的観察を行

うことで,そこで繰り広げられる事象,とりわけコン

ピュータがもたらす様々な問題を抽出し,それらを幼

稚園という文脈に即して検討することである。

保育におけるコンピュータ利用については,先行研

究でも幾つかの成果が見られる。例えば, ①保育室に

コンピュータを設置することで,幼児の反応や発達的

変化を検討した実験研究(市川・坂元・飯島・無藤,

1993), ②保育者によるコンピュータ利用の実践報告

(阿部・小野;, 1999), ③保育者を対象とした幼稚園

におけるコンピュータ利用に関する意識調査(渡辺・

山本・村上・山本・倉戸・倉戸・竹内・上原, 1998)

などである。

しかしながら,例えば①の実験研究は,確かにコン

ピュータと幼児の反応や発達的変化との因果関係は提

示したものの,幼稚園という文脈に即した内部過程の

検討までは示されていないし,同様に②の実践報告や

③の意識調査では,保育者の背後にある幼稚園文化に

ついて,当事者である保育者自身が感知した上で考察

することは難しい。つまり先行研究では,保育におけ

るコンピュータ利用を,幼稚園という文脈に即して検

討されてきたわけではなく,この点を課題のひとつと

して提示出来よう。

このような理由から筆者は,保育におけるコンピュー

タ利用を幼稚園という文脈に即して検討,その際の手

法としてエスノグラフイ-を用いている。本稿では,

筆者が行うエスノグラフイ一研究法の具体的手順,浴

よびそれによって得られた知見を提示するとともに,

本手法が有する本質的特性について考察する。

2.エスノグラフイ一研究法とは

2.1.定　義

エスノグラフイ-とは,フィールドワークを用いた

調査研究のことであり,また,その成果としてまとめ

られた文章・テキストのことである(志水1998)。

これはもともと文化人類学の手法として発展したもの

で, Spradley (1980)は, 「文化を記述する仕事」と

定義,それは当事者の観点から文化の成員の生活世界

を理解しようとする試みであると述べる。また,エス

ノグラフイ-は,日常場面で生じる事象を捉え,文脈

の中で各事象間の関係を検討するうえで最善の方法で

もある(Erickson,1986)つまりエスノグラフイ-

とは,仮説枠を持たずに,実験的条件を設定せずに,

対象となる事象の意味世界を観察し,それを研究者の

主観的感想や印象を交えて記録・分析することで,新

たな仮説生成を目指すものであり,いわば質的研究

(qualitative inquiry)の一種と捉えられよう。

2.2.動　向

近年,教育関連諸科学において,研究者が研究対象

に所与の仮説を持ち込み,それを検証するという,い

わゆる仮説検証型研究,量的研究への過度の傾倒に対

する反省から,研究者が研究対象となるフィールドに

入り,データを収集し,仮説を生成するという,いわ

ゆる仮説生成型研究,質的研究の重要性が指摘されて

いる(箕浦, 1997),

しかしながら,保育におけるコンピュータ利用を対

象に,この仮説生成型研究,質的研究を用いてアプロー

チしたものは,わが国では皆無であり,また欧米でも

その成果は殆どあげられていない。小学校におけるコ

ンピュータ利用を対象としたものでは,大谷(1995a

1995b)の一連の研究,質的研究の一種であるグラウ

ンデッドセオリーを用いた山内(1999)の研究などが

報告されている。

2.3.意　義
今日,幼児用ソフトウエアの充実も含めて,コン
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ビュータの進展は目覚ましく,保育にコンピュータを

利用する幼稚園は,徐々に増加の傾向を見せている。

しかしながら,その実態は極めて実験段階・試行錯誤

段階にあり,こうした幼稚園現場の模索を考慮すると

き,保育におけるコンピュータ利用に関する研究は,

今日的課題として捉えられなければならない。また,

実際に幼稚園にコンピュータが導入される場合,それ

は単に保育活動のみに影響を及ぼすばかりでなく,機

器の設置や管理・運用,保護者への理解,保育者の関

わり方,教材研究,幼児の利用方法など,園内におけ

る様々な問題が生起することが予想される。そこでは,

コンピュータの導入によって期待した効果以上に,普

図・予測しなかった副次的影響が生じることを視野に

入れなければならない。

このような状況下において,今後保育におけるコン

ピュータ利用に関する研究を蓄積するためには, (り実

験研究, ②実践報告, ③意識調査などとともに,保育

におけるコンピュータ利用を幼稚園の文脈に即して検

討すること,その上で一般化され得るような仮説を生

成することが重要ではないだろうか。その意味でエス

ノグラフイ一研究法は,上述した視点にアプローチす

る方法として,多大な効力を発揮し得よう。

3.エスノグラフイ一研究法の手順

以下に,筆者が行っているエスノグラフイ一研究法

の具体的手順について提示する。尚この手順は,大谷

(1996), T. & H. Lofland (1995)の分析手続きを参

照しながら,筆者が独自の視点を加えたものである。

3.1.研究対象

筆者は,広島県内の私立S幼稚園を対象に, 1998年

5月から現在まで,フィールドワークに基づく観察を

行っている。

同園は,幼児期からコンピュータに慣れ親しむこと,

コンピュータを自己表現の道具とすることを目的に,

1995年春よりコンピュータを導入,図書室に4台が設

置された。これは地元企業との連携によって行われ,

企業から派遣された女性講師のもと,年長児・年中児

を対象に「コンピュータ教室」が開講される。 「教室」

は,年長児は月2回(2日連続),年中児は月1回,

各3班に分かれて各40分間設けられ, 1台に2名の幼

児がつく。 「教室」の主な内容は,お絵描きソフト

(キッドピクススタジオ)を用いた父の日・母の日の

カード作成,年賀状作成,作品展のためのペーパーク

ラフト作成,思い出アルバム作成などであり,これら

は,崗側と企業との話し合いによって決定されるo

「教室」は,主にこの女性講師によって進められるが,

保育者もまた,幼児に対する言葉かけや作品の評価な

ど様々な役割を担う。

3.2.データの収集

データの収集は,主にS幼稚園における「コンピュー

タ教室」を対象とした総統的現案によって行った。観

察者の立場としては, 「邪魔にならない(unobtru-

sive)観案者」を目指し,発生する様々な事象を全体

的かつ詳細に記述した。また, 「教室」の休み時間や

「教室」終了後を利用して,保育者や女性講師を対象

に,会話のような形で自然に行うインフォーマルイン

タビューを実施する他,夏期休暇等を利用してフォー

マルインタビューも試みた。これらデータの収集にお

いては,以下の点に留意した。 (彰可能な限り豊富なデー

タを収集すること, ②研究対象と密接な関係を持つこ

とで収集したデータに精通すること, ③保育者や女性

講師の思いを共有できるよう積極的に交渉を行うこと。

尚,データの収集には,フィールドジョッテイング

と呼ばれる観察メモ,テープレコーダー,デジタルカ

メラを利用した。

3.3.データの記録

全体的かつ詳細な記述を通して収集されたデータは,

印象が薄れないうちに(出来る限りその日のうちに),

コンピュータ上に記録することで,フィールドノーツ

を作成した(図1)。その際,書き込まれた記録がま

さにデータそのものであるということの重要性を考慮

し,些細な出来事や一見無意味と思われるような出来

事についても,可能な限り記録するよう心掛けた。

3.4.データの整理:コーディング

作成されたフィールドノーツの中の記録を整理する

ために,内容を表すコードワードを各パラグラフごと

に複数付した。これはコーディングと呼ばれるもので,

筆者白身がフィールドノーツを読み込み,発生する事

象の意味を見出しながら,必要なコードワードを案出

して付した。こうしたコーディングを行うことで,記

録されたデータにラベルを与え,編集し,組織化する

ことが出来る。

コーディングの目的はデータ検索にある。つまりコー

ディングは,付されたコードワードの頻度に着目する

のではなく,コードワードの背後で起こる事象を検索

することで,ある事象が生起する背景や,その事象と

ともに生起する他の事象があるのかなど,事象をそれ

が生起した文脈の中で分析することができる。
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図1筆者が作成したフィールドノーツの・1一部

3.5.データの分析

データの分析は,フィールドノーツと付されたコー

ドワード群との絶えざる往復に基づいて行われた(関

口, 1998)c具体的には,蓄積されたフィールドノー

ツの中から筆者にとって印象的エピソードを選出,そ

のエピソードを構成する事象を抽出した。次に,選出

されたエピソードに付されたコードワードを手がかり

に,同様のコードワードが付された他の事象もしくは

エピソードを検索,その関連性を検討した。

尚,この時点におけるエピソードの選出と分析は,

一般性や妥当性に配慮することも重要であるが,それ

以上に,筆者にとって注目に値する劇的な場面に焦点

を当てることにJL胡廿た。それによって,フィールド

に根ざした問題設定,多様な現象の発見・理解,科学

性に左右されない大胆な描出が可能であると考えたか

らである。

3.6.分析結果の言古壷とその妥当性

印象的エピソードをもとに分析されたデータについ

て,そのエピソードを構成する事象を,それが置かれ

た具体的状況やそこに至った経緯と合わせて記述し,

内包された意味構造の検討を試みた。検討の際は,先

行研究との比較に留意した。このような手続きを経て

分析された結果は,読み手が理解し易いように文章化

したうえで,研究対象となる保育者や他の保育者に一

読を依頼するとともに,複数の研究者と首尾一貫した

議論を行い,指導・助言を仰ぐことに努めた。これに

よって相互主観的解釈が得られ,筆者が行った分析に
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対する一般性や妥当性が高められると考える。

4.得られた知見

上述したエスノグラフイ一研究法によってこれまで

得られた知見のうち,既発表のものを以下に提示する

(中坪, 1999)c

4.1.お絵描きソフトのおもしろ機能

S幼稚園の「コンピュータ教室」の主な内容は,お

絵描きソフト(キッドピクススタジオ)を用いたお給

措き活動である。このソフトには,絵を描く[鉛筆],

色を塗る[ペンキの缶],不思議な模様を措く[不思

議な筆],多種多様なイラストを貼る[スタンプ]な

ど様々なおもしろ機能が用意される。クレヨンや絵の

具など,従来のお絵描きが苦手な幼児でも,これらを

用いることで完成度の高い美しい作品を描くことが出

来る。また, [消しゴム]を用いれば何度でも描き直

すことができ,幼児は失敗を恐れずに試行錯誤を繰り

返すことができる。この[消しゴム]には,一部分だ

けを消すための[消しゴム]の他, [爆弾]と呼ばれ,

豪快な爆発音とともに画面上の絵を全て消すことがで

きる機能も有しており,随所に幼児が楽しむ遊び心が

盛り込まれている。こうしたコンピュータの機能と幼

児の発達的変化については,先行研究でも幾つかの知

見が報告されている(八木・坂元・市川・無藤・友田,

1992 ;市川・坂元・飯島・無藤, 1993)。



4.2.おもしろ機能をめぐる保育者の葛藤

しかしながら,これらの機能はその有用性のみがも

たらされるわけではなく,時に保育者の意図した保育

実践とは異なる方向で幼児が用いることで,保育者が

葛藤を抱くことがある。以下にその事例を提示する。

尚,事例中の個人名は全て仮名とする。

【事例1 】年長児の例。企業から派遣された女性講師が,

お絵揺さの説明をする。この日は作品展の出展に向

けて,前回作成したペーパークラフト「ペコラ」の
人形の背景画(お外の絵や家の中の絵)をコンピュー
タで描くという内容である。

講　師: 「今日はペコラの後ろの景色の絵を描きます。

いいですか?」

たくや: 「先生,爆弾やったらいけんのん?」
保育者: 「爆弾は禁止。爆弾やったら給が全部消えるで

しょ」

たくや: 「消えたらまた描けばいいじゃんか。爆弾やり
たい」

保育者: 「だめ。そんなことしよったら作品展に出す絵
ができんなるよ」

事例1は,コンピュータの[爆弾]機能をめぐって,

保育者の葛藤が起きた場面である。幼児は,画面上の

絵を一瞬に消すことのできる[爆弾]遊びが大好きで

あり,絵を描くことよりも絵を消すことを楽しむ。絵

を描くことを楽しませたい保育者,作品展のための作

品作成に従事したい保育者は, [爆弾]禁止の注意を

頻繁に行う。つまり幼児にとっては興味深いコンピュー

タの機能が,保育者にとっては葛藤の要因となってし

まう。

【事例2】年長児の例。この日の内容は,年賀状作成で

あるC幼児はどのような年賀状を作るか,各自アイ

ディアを働かせる中,まさきはぐちゃぐちゃな給を
描き始めた。

保育者: 「まさき君,そんな思いつきで描いとるでしょ?

何も考えんと思いつきで描いてもだめよ。何の
絵を描くかちゃんと頭の中で考えてから描きん

さい」

事例2は,気軽にお絵措きができるというコンピュー

タの特徴をめぐって,保育者の葛藤が起きた場面であ

る。従来のクレヨンや絵の具とは違ってコンピュータ

では,何度も修正が可能で,いたずら描きの感覚でお

絵描きができることから,これからどのような給を措

くのか,どのような色を塗るのかなどのアイディアや

イメージを事前に働かせることなく,絵を描き始める

幼児が現れる。絵を描く際には,事前にアイディアや

イメージを十分に働かせて欲しい保育者にとっては,

こうしたコンピュータの特徴が,葛藤の要因とな.って

しまう。

【事例3】年長児の例。たかは,自分で絵を措くよりも,
[スタンプ]を使った方が締盟で容易なため, [ス

タンプ]を用いたがる。たかは,犬の[スタンプ]
を探しているが気に入ったものがない。

た　か: 「先生,犬がおらんよ」

保育者: 「おらんかったら自分で措きんさい」
た　か: 「いやだあ。自分で措くのいやだあ」

保育者: 「自分で描いたら世界にひとつだけの犬ができ
るんよ」

結局たかは,犬の代わりに亀の【スタンプ]を使う。
保育者: 「スタンプぽっかりじゃなくてできれば自分で

措いて欲しいなあ」
講　師: 「(小声で)そうなんよねえ.だからわざとス

タンプの説明はしなかったんだけどねえ。」
「スタンプ使ったらみんな同じものになっちゃ

うよ」

事例3は,コンピュータの[スタンプ]機能をめぐっ

て,保育者の葛藤が起きた場面である。 [スタンプ]

を用いれば,楽しいカットを簡単に引き出すことがで

きる。また[スタンプ]を用いて描いた給は椅露であ

り,完成度も高いため,幼児は[スタンプ]を用いた

がる。幼児の自由な発想,様々な試行錯誤,懸命にマ

ウスを操作する努力の過程などにお絵描き活動の重要

性を見出す保育者にとっては,容易に椅置な絵を描く

ことができる[スタンプ]機能は,葛藤の要因となっ

てしまう。

5.エスノグラフイー研究法の本質的特性

以上,エスノグラフイ一研究法の具体的手順,およ

びそれによって得られた知見について提示した。本手

法を用いることで,コンピュータが保育室にもたらす

様々な問題,とりわけコンピュータの導入によって期

待した効果以上に,意図・予測しなかった副次的影響

を描出し,幼稚園という文脈に即して検討することが

できた。

本手法の特徴をまとめるならば,以下のことがらを

指摘できよう。 ①本手法は,仮説検証を目的とするの

ではなく仮説生成を目的とする, @本手法は,実験的

研究状況を設定しない, (診本手法は,観察やインタ

ビューに基づいてデータを収集する, ④本手法では,

研究者の主観を排さずに分析を行う, ⑤本手法では,

研究対象の具体性や個別性に即して分析を行う, ⑥本

手法は,問題を社会・文化的文脈に即して扱う, (9本

手法では,現象に内在する意味を見出す。つまりエス

ノグラフイ一研究法は,研究者が対象となる現場に沈

潜し,仮説枠を排してデータを収集することで,思い

も等らぬ発見と出会い,またそれらを大胆な発想をもっ

て提示するものであり,広い視野と問題の背景に対す

る柔軟な姿勢に基づくものである。
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ところで本稿でも述べたとおり,教育関連諸科学に

おいて,エスノグラフイ一研究法を始め,仮説生成型

研究,質的研究の重要性が指摘されてはいるものの,

客観性を重視する科学研究の技法の中では,本手法が

依然として無視・軽視されていることも事実である。

エスノグラフイ-では,研究対象となるフィールドの

様々なデータを全体的かつ詳細に収集することから,

(ヨデータの雑多性, ②個々のデータの非定型性とoう

デメリットを抱えており,それによって「きれいな結

果」を出しにくい(佐藤1999)c確かに筆者自身,

教育エスノグラフイ-の論文に接したとき,記述され

た報告は読み物としては興味深く構成されているにも

かかわらず,結論においては,何かしらの不明瞭さや

消化不良の念を抱くことがしばしばある。このことは,

筆者自身にも同時に降り懸かる問題である。

コンピュータの利用と幼児の反応や発達的変化との

因果関係を明らかにすることで,保育におけるコン

ピュータ利用を模索する幼稚園現場に対して,具体的

結果となる処方を提示する仮説検証型研究,量的研究

と相対するとき, 「きれいな結果」を出しにくいエス

ノグラフイ一研究法では,教育現場に対して一体何を

提示することが出来るのであろうか。以下に,筆者が

考察したエスノグラフイ一研究法の本質的特性を示す

ことで,本稿の結びとしたい1)0

第-に,エスノグラフイ一研究法は,確かに教育現

場に対して具体的結果となる処方を提示することは困

難であるものの,教育現場に潜在する無自覚な,自明

祝された様々な問題を問題として明らかにすることに

おいては,その効力を発揮し得るのではないだろうか。

医学界には,診断と治療という2つの対処法が存在す

る。そしてこの2つは,全く別の次元のものとして捉

えられる。これに即して述べるならば本手法は,治療

すること(処方を提示すること)においては多少の難

があるものの,診断すること(無自覚な問題を問題と

して明らかにすること)の出来る特性を有していると

言えよう。

第二に,エスノグラフイ一研究法は,物語作成とし

ての特性を有する。客観性を重視する科学研究の文脈

においては,物語作成それ自体,ネガティブなものと

して捉えられよう。しかしながら筆者は,物語作成と

いう作業の中には,本手法が有する本質的特性が含ま

れているように思えてならない。例えば,文章を書く

醍,一定の読者層を想定することができ,それらは単

に専門領域を同じくする研究者とは限らない。現に筆

者が行う研究の場合,対象となる読者の多くは,保育

におけるコンピュータ利用を模索する保育者,幼稚囲

経営者等を想定している。そしてそこで記述される文

章は,必然的に難解な専門用語を必要としないし,料

学論文では当然とされる,論を展開する上での様々な

約束事に束縛されることもない。さらに,ある一定の

読者を想定する(例えば現場の保育者や教師)という

行為に基づいて,十分に吟味された物語作成がなされ

るならば, 「きれいな結果を出しにくい」とされる本

手法のデメリット克服も可能であろうし,引いては,

教育現場に対して具体的結果となる処方の提示にもつ

ながるのではないだろうか。

人と人,人と物など,様々な事象が複雑に絡み合っ

て成立する教育現実を分析するための有効な手法とし

て着目されるエスノグラフイ一について,その理論構

造や分析技法に関する議論を深めることが,今日的課

題であろう。

近

1 )以下の考察は,日本教育工学会第15回大会におけ

る課題研究IV 「教室の多様化と授業研究の方法論一

教室からのアプローチを考える」　の中で,話題提

供者として講演した大谷尚氏(名古屋大学) ・佐藤

郁哉氏(一橋大学) ・無藤隆氏(お茶の水女子大学)

と,フロアから参加した筆者との質疑応答を参考に

したものである。
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